
この地平で、生きている。
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ロ
グ
ラ
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し
ょ
う
か
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0
1
7
年
に
始
ま
っ

た
佐
賀
事
業
は
、本
年
度
よ
り

「
グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
育
成
事
業

室
」と
し
て
新
た
に
リ
ニ
ュ
ー

ア
ル
さ
れ
ま
し
た
。従
来
の
支

援
活
動
と
ど
の
よ
う
に
結
び

つ
き
、ど
の
よ
う
な
成
果
を
生

ん
で
い
る
の
か
、室
長
の
鬼
丸

へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
か
ら
、事

業
の
全
貌
に
迫
り
ま
す
。
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グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
育
成
事
業
・
特
別
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー

グ
ロ
ー
バ
ル
人
財
育
成
事
業
室
長  

鬼
丸
昌
也

特
集

平
和
の
担
い
手
を
育
む

実
践
的
人
財
育
成

佐
賀
か
ら
、
未
来
に
挑
む
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［１］東明館学園との包括連携
協定締結式典の様子、写真中
央はテラ・ルネッサンス鬼丸、右
は東明館学園理事長の荒井氏
［２］,［３］東明館高校・探究
コースの授業の様子 ［４］ウガ
ンダへ渡航の際、元子ども兵の
受益者の仕事場を訪問した際
の様子 ［５］ウガンダ事務所を
訪問した東明館の生徒をはじ
め、スタッフや受益者との様子
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ウ
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実
際
に
現
地
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た
ん

で
す
ね
。

ɹ
ͦ
͏
ͳ
Μ
Ͱ
͢
Ố΢
Ψ
ϯ
μ
൝
͸
ỏ

ฆ
૪
΍
ί
ϩ
φ
ͷ
Ө
ڹ
Λ
ड
͚
ͨ
ݩ

ࢠ
Ͳ
΋
ฌ
ͷ
৺
ཧ
త
έ
Ξ
Λ
໨
త
ͱ

͠
ủͨ
ر
๬
.
"
5
4
6
3
*
ỨΛ
ཱ

Ҋ
͠
·
͠
ͨ
Ốޕ
લ
த
͸
೥
ྸ
ผ
ͷ

α
ỽ
Χ
ồ
Π
ϕ
ϯ
τ
ỏ͓
ʹ
͗
Γ
΍

ম
͖
ͦ
͹
ͳ
Ͳ
ͷ
೔
ຊ
৯
Λ
Έ
Μ
ͳ

Ͱ
৯
΂
Δ
ன
৯
ϓ
ϩ
ά
ϥ
Ϝ
ỏޕ
ޙ

͸
෦
԰
ͷ
น
Ұ
໘
Λ
࢖
ỳ
ͨ
ڊ
େ

Ξ
ồ
τ
੍
࡞
ͳ
Ͳ
Λ
૊
Έ
ࠐ
Μ
ͩ
̍

೔
͕
͔
Γ
ͷ
ϫ
ồ
Ϋ
γ
ἀ
ỽ
ϓ
Ͱ
ỏ

ủ
৺
਎
ͱ
΋
ʹ
๛
͔
ͳ
ੜ
׆
Λ
ૹ
Γ
ỏ

ະ
དྷ
Λ
૑
଄
͠
ỏر
๬
Λ
࣋
ỳ
ͯ
΄

͠
͍
Ứͱ
͍
͏
Ϗ
δ
ἀ
ϯ
Λ
ܝ
͛
ͯ

࣮
ࢪ
͞
Ε
·
͠
ͨ
Ố

ɹ
΋
ͱ
΋
ͱ
͸
ỏੜ
ె
ͨ
ͪ
ͷ
ϓ
ϥ

ϯ
ʹ
Ԋ
ỳ
ͯ
ς
ϥɾϧ
ω
ỽ
α
ϯ
ε
͕

ݱ
஍
Ͱ
ܭ
ը
Λ
࣮
ߦ
͠
ỏͦ
ͷ
݁
Ռ

Λ
ϑ
ỹ
ồ
υ
ό
ỽ
Ϋ
͢
Δ
༧
ఆ
Ͱ
͠

ͨ
Ốͦ
Ε
͕
ỏࢧ
ԉ
ܭ
ը
Λ
ཱ
Ҋ
͢
Δ

த
Ͱ
ੜ
ె
ͨ
ͪ
͔
Βủ
࣮
ࡍ
ʹ
΢
Ψ

ϯ
μ
ʹ
ߦ
ỳ
ͯ
ỏݱ
৔
ͷ
༷
ࢠ
Λ
ݟ

ͨ
͍
Ứͱ
͍
͏
੠
͕
্
͕
ỳ
ͨ
Μ
Ͱ

͢
Ốਖ਼
௚
ʹ
ݴ
͏
ͱ
ỏ૝
ఆ
֎
Ͱ
͠
ͨ

ớ
স
ỜỐ͠
͔
͠
ỏͦ
Ε
ͩ
͚
ͷ
೤
ҙ
Λ

࣋
ỳ
ͯ
ຊ
ࣄ
ۀ
ʹ
औ
Γ
૊
Μ
Ͱ
͘
Ε

ͨ
ূ
Ͱ
΋
͋
Δ
Ốͦ
ͷ
ओ
ମ
ੑ
Λ
ଚ

ॏ
͠
ͨ
͍
ͱ
͍
͏
ࢥ
͍
͔
Β
զ
ʑ
΋

֤
ॴ
ͱ
ௐ
੔
Λ
͸
͔
Γ
ỏ݁
Ռ
త
ʹ

̑
໊
ͷ
ੜ
ె
͕
΢
Ψ
ϯ
μ
ʹ
౉
ߤ
͠
ỏ

ੜ
ె
ࣗ
਎
΋
ϓ
ϩ
δ
ỻ
Ϋ
τ
ͷ
࣮
ߦ

ʹ
ࢀ
ը
͠
·
͠
ͨ
Ốಛ
ʹ
α
ỽ
Χ
ồ

Π
ϕ
ϯ
τ
Ͱ
͸
ỏ�
�
�
໊
ۙ
͘
ͷ

ࢀ
Ճ
ऀ
͕
ू
͏
த
ỏੜ
ె
ͨ
ͪ
͕
த

৺
ͱ
ͳ
ỳ
ͯ
͢
΂
ͯ
ͷ
ࢼ
߹
ͷ
ઃ
Ӧ

ͱ
ӡ
Ӧ
Λ
΍
Γ
͖
Γ
·
͠
ͨ
Ố൴
Β

ʹ
ͱ
ỳ
ͯ
΋
ν
Ỿ
Ϩ
ϯ
δ
ϯ
ά
ͩ
ỳ

ͨ
ͱ
ࢥ
͍
·
͢
͕
ỏप
ғ
ͷ
ڠ
ྗ
΋

ಘ
ͳ
͕
Β
༧
ఆ
֎
ͷ
γ
ν
ỿ
Τ
ồ

γ
ἀ
ϯ
ʹ
΋
ྟ
ػ
Ԡ
ม
ʹ
ର
Ԡ
͠
ͯ

͘
Ε
·
͠
ͨ
Ố

事
業
の
中
で
生
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値
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本
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の
中
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ン
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こ
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で
の
経
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は
ど
の
よ

う
に
活
か
さ
れ
て
い
ま
す
か
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生
ま
れ
始
め
た「
変
化
」と
、

こ
れ
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ら
目
指
す
も
の

|
１
年
半
の
事
業
を
終
え
て
、生
徒

た
ち
に
は
ど
の
よ
う
な
変
化
が
生
ま

れ
て
い
ま
す
か
。
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校
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バ
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財

と
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育
っ
て
い
る
の
を
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こ
れ
か
ら
の
展
望
を
教
え
て
く
だ

さ
い
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　2021年７月にテラ・ルネッサンスと
連携協定を結び、本校探究コース1期
生との実践的グローバル人財育成事業
が始まりました。最初の半年間のテラル
ネ講座ではアフリカの地誌学や、正義

プロジェクトの完遂により、
「実践知」を学び成長を実感

東明館高等学校
探究コース１期生担任
入試広報部長

山元祐輝さん

とは何か、支援するとはどういうことか、などの哲学を通して
本質を学んでいきました。その上で、後半の半年間、私たちに
何ができるのか、どんな課題にどう向き合っていくことが平
和につながるのかを何度も自問自答しながら、ウガンダとカ
ンボジアの現地プロジェクトの策定に取り組みました。現地
プロジェクトをやり遂げることで、「実践知」を学ぶことがで
きました。生徒たちには社会課題に対する当事者意識が身
につき、将来何かの課題を発見し、解決したいと感じた時に
すぐに行動できる人財に育ったと思います。
　この事業で、世界の多くの課題を解決したり、大きな変化
をもたらしたりできたわけではありませんが、生徒たちは確
実に大きく変化し成長することができました。これは、「微力
だけど決して無力ではない」という言葉の体現だと心から思
いました。

　このプロジェクトを通じて大事だと
感じた学びの一つが国際協力における
支援の動機、社会課題を解決する動機
に対する姿勢と考え方の変化です。

思考と挑戦による学びが、
人生における一生の財産に

東明館高等学校
探究コース１期生

宮村和暉くん

　学び始めた当初は、なぜ私たち（日本人）が途上国を支援
するのか？を周囲の人に説明するのに時間がかかっていま
した。まず、紛争鉱物の問題など、今の私たちの生活とアフ
リカの紛争を引き起こしている原因は密接に繋がっており、
現地の課題解決に対して私たちにも責任があるということ
を学びました。また、先進国に住む私たちは、その発展の過
程で知らず知らず途上国からの資源の恩恵を受けており、
今、これから途上国に対して「恩返し」をする必要があるの
ではないか、ということも学びました。
　この動機付けはグローバル人財育成事業の授業で自分た
ちなりに必死に考え、見出しました。しかし、実際に現地での
支援プロジェクトを実施し、ウガンダの皆さんとの交流を終
えた今、「なぜ、支援をするのか」という理由を問われると
「家族だから」と答えるようになりました。家族だから彼ら、
彼女らが幸せになることは自分たちの幸せである、困ってい
たら支援するのは当たり前のことじゃないかと感じるように
なりました。他の身近な社会課題の解決に対しても同じよう
な気持ちを持つようになりました。最初は義務感のようなも
のが動機でしたが、今は“したいからする”し、それは当然の
ことだと思えるようになったのです。１年間、思考し、挑戦
し、学び続けたこのプロジェクト。紆余曲折しながらも、歩
み続けて得た経験や学び、気づきは僕たちの人生における
一生の財産です。

SDGs
PEACE

ウガンダ訪問研修・帰国報告会の様子 希望MATSURIでのアート制作の様子

テラルネ  企業版ふるさと納税

グローバル人財育成事業を
企業版ふるさと納税
で、応援してください！ 



　

カ
ン
ボ
ジ
ア
の
バ
ッ
タ
ン
バ
ン
州

ロ
カ
ブ
ッ
ス
村
で
は
、
今
年
度
か
ら

新
し
い
取
り
組
み
を
始
め
ま
し
た
。

そ
れ
は
、
若
い
世
代
の
育
成
で
す
。
４

月
に
開
催
し
た
村
の
住
民
組
織
の

リ
ー
ダ
ー
た
ち
と
も
計
画
を
確
認

し
、
５
月
か
ら
村
に
い
る
大
学
生
１

名
と
高
校
生
１
名
を
対
象
に
、
農
業

に
つ
い
て
の
人
財
育
成
の
訓
練
を
開

始
し
ま
し
た
。
こ
れ
ま
で
、
家
畜
銀
行

か
ら
家
畜
飼
育
支
援
に
よ
っ
て
、
村

の
中
で
収
入
源
を
確
保
す
る
支
援
を

行
っ
て
き
ま
し
た
。
1
0
0
世
帯
以

上
を
支
援
し
て
き
た
中
で
、
大
き
な

課
題
の
一
つ
は
、
家
畜
の
感
染
症
へ

の
対
策
で
す
。

　

2
0
2
1
年
の
10
月
頃
か
ら

2
0
2
2
年
の
は
じ
め
に
か
け
て
、

い
く
つ
か
の
感
染
症
に
よ
っ
て
多
く

の
家
畜
が
被
害
に
遭
い
ま
し
た
。
こ

れ
ら
の
感
染
症
へ
の
リ
ス
ク
と
対
応

を
村
の
リ
ー
ダ
ー
た
ち
も
懸
念
し
て

お
り
、
2
0
2
2
年
度
か
ら
新
し
い

計
画
と
し
て
、
村
の
若
い
人
財
へ
の

育
成
に
力
を
入
れ
る
こ
と
に
し
ま
し

で
は
、
職
業
訓
練
か
ら
開
業
後
の

フ
ォ
ロ
ー
ア
ッ
プ
ま
で
一
貫
し
て
行

い
ま
す
。

　

そ
の
よ
う
な
中
、
３
月
以
降
に
外

部
環
境
の
大
き
な
変
化
が
あ
り
ま
し

た
。
政
府
の
方
針
転
換
に
よ
る
首
都

に
お
け
る
バ
イ
ク
タ
ク
シ
ー
の
営
業

禁
止
エ
リ
ア
の
拡
大
と
、
燃
料
不
足

の
悪
化
で
す
。
こ
の
影
響
か
ら
、
主
な

お
客
さ
ん
で
あ
る
バ
イ
ク
運
転
手
の

収
入
が
減
っ
た
た
め
、
意
気
揚
々
と

バ
イ
ク
修
理
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
業
し
た

受
益
者
は
厳
し
い
状
況
に
陥
っ
て
し

ま
い
ま
し
た
。
そ
れ
か
ら
月
日
が
経

ち
、
燃
料
不
足
に
悩
ま
さ
れ
な
が
ら

も
収
入
は
少
し
ず
つ
増
え
て
き
て
い

ま
す
。
さ
ら
に
、
バ
イ
ク
修
理
技
術
を

活
か
し
て
自
転
車
や
発
電
機
の
修
理

も
で
き
る
よ
う
に
な
り
、
身
に
つ
け

た
技
術
を
応
用
し
て
い
る
様
子
も
見

ら
れ
ま
す
。
こ
れ
か
ら
も
、
彼
ら
一
人

ひ
と
り
が
持
つ
「
未
来
を
つ
く
る
力
」

を
信
じ
て
、
と
き
に
優
し
く
、
と
き
に

厳
し
く
、
自
立
へ
の
道
の
り
を
サ

ポ
ー
ト
し
て
い
き
た
い
で
す
。

活
動
レ
ポ
ー
ト

少
し
の
キ
ッ
カ
ケ
か
ら
、

そ
の
手
に
未
来
を
掴
み
と
る

活
動
レ
ポ
ー
ト

た
。
村
の
中
で
調
査
を
実
施
し
た
結

果
、
４
〜
５
年
前
と
違
い
、
村
の
中
で

も
高
校
か
ら
大
学
ま
で
進
学
し
て
、

コ
ロ
ナ
禍
で
オ
ン
ラ
イ
ン
の
授
業
を

受
け
て
い
る
大
学
生
が
い
る
こ
と
が

分
か
り
ま
し
た
。
彼
ら
は
、
で
き
れ
ば

村
の
中
で
収
入
を
得
た
い
と
考
え
て

お
り
、
農
業
に
も
強
い
関
心
を
示
し

て
い
ま
す
。
明
ら
か
に
以
前
の
村
の

状
況
と
は
異
な
っ
て
い
ま
し
た
。
若

い
人
財
を
選
定
し
、
農
業
専
門
家
の

持
つ
現
地
の
伝
統
的
な
薬
草
を
活
用

し
た
知
識
や
技
術
を
伝
え
て
い
く
予

定
で
す
。
こ
れ
か
ら
の
ロ
カ
ブ
ッ
ス

村
で
の
活
動
に
、
ご
期
待
く
だ
さ
い
。

　

昨
年
11
月
か
ら
訓
練
を
開
始
し
た

子
ど
も
の
保
護
と
自
立
支
援
プ
ロ
ジ
ェ

ク
ト
。
洋
裁
、
バ
イ
ク
修
理
、
小
規
模

ビ
ジ
ネ
ス
の
３
種
類
の
訓
練
を
行
っ

て
い
ま
す
。
バ
イ
ク
修
理
の
訓
練
を

行
っ
て
い
た
12
名
の
受
益
者
は
、
約

３
か
月
の
職
業
訓
練
を
終
え
、
今
年

の
３
月
か
ら
ビ
ジ
ネ
ス
を
開
始
し
ま

し
た
。「
今
日
食
べ
る
も
の
を
、
今
日

稼
ぐ
」
と
い
う
暮
ら
し
を
し
て
い
た

彼
ら
に
は
、
技
術
を
身
に
つ
け
て
も

開
業
す
る
た
め
の
資
金
は
あ
り
ま
せ

ん
。
そ
の
た
め
、
バ
イ
ク
修
理
を
行
う

た
め
に
必
要
な
修
理
道
具
な
ど
を
提

供
し
ま
し
た
。
私
た
ち
の
自
立
支
援

0809

村
の
希
望
を
育
む

次
世
代
へ
の
訓
練
を
開
始

ア
フ
リ
カ
事
業
ブ
ル
ン
ジ
事
務
所
長  

川
島 

綾
香

ア
ジ
ア
事
業
マ
ネ
ー
ジ
ャ
ー  

江
角 

泰

村の大学生(写真右）に野菜の栽培状況と土壌の状況を説明する農業専門家（写真左）の様子

バイク修理を行う受益者、手慣れた様子はまさにプロのようです

編
集 

／ 

児
玉
郁
美
（
2
0
2
2
年
度
・
啓
発
事
業
イ
ン
タ
ー
ン
）



　こんにちは、政策提言室の古岡です。2017年から４
年半ほどブルンジに駐在をし、今は駐在を終え、政策提
言室でも新たなチャレンジをしています。
　私は学生時代はウガンダの研究、卒業後はルワンダ
勤務、そしてテラルネでブルンジ駐在と、アフリカと縁が
あるのですが、よく「どうしてアフリカなの？」と聞かれ
ます。もちろんしっかりとした理由はあるのですが、奥底
には、「双子の妹はアジアに関わり続けているから、彼
女に関わりがないアフリカにいたい」という理由が実は
あります（笑）。これまで同じような環境で生きてきた私
たちですが、双子ゆえに比べられることもあり、卒業後は

　テラ・ルネッサンスは、「報道特集」で知りました。ウク
ライナのハンガリー国境近くに戦争から逃れて来た人た
ちに炊き出し、シャワー、仕事ができるように支援してい
ました。テラ・ルネッサンスは、女性の自立を助けること
が多いと思います。私も和裁でなんとかここまでやって
来れたので、平穏な生活と仕事で自立ができることはと
ても嬉しいです。電力不足などウクライナの寒い冬が心
配ですが、これからも活動を応援しています。

1口1,000円(毎月)から、活動を応援できる「ファン
クラブ会員」。情報満載の活動レポートや海外から
のポストカードなどをお届けしています。お申し込み
は、ホームページまたはお電話でも受付中。すでに
ファンクラブ会員の場合は金額変更も可能です。
お気軽にお問い合わせください。

テラルネッサンス ファンクラブ 検索

政策提言室

テラルネなひとびと

古岡 繭 Mayu Furuoka

敢えて別々の道を選んでみました。決して仲が悪いわけ
ではなく、今も似た仕事をしていることもあるので、互い
に励まし合っています。ちなみに、「双子」から離れられた
と思っていても、日本人女性とブルンジを歩いていると、
「あなたたちは姉妹？」とよく声をかけられました…（日
本人の顔が皆同じに見えるそう）。「似ている人」とはど
こでも縁があるようです。

スタッフ編

和裁士
川畑 みどり さんファンクラブ編

ファンクラブ会員、募集中！

電話 075-741-8786 （月-金 10時半 -18時）
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illustration by Haruka Nakajima

　

ウ
ク
ラ
イ
ナ
難
民
・
避
難
民
支
援

で
は
、
冬
支
度
を
開
始
し
ま
し
た
。
ウ

ク
ラ
イ
ナ
お
よ
び
ハ
ン
ガ
リ
ー
は
寒

さ
が
厳
し
く
、
暖
房
器
具
や
防
寒
着

な
ど
の
衣
類
が
な
い
と
最
悪
の
場

合
、
凍
死
し
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ

り
ま
す
。
そ
こ
で
、
冬
服
や
薪
、
ス

ト
ー
ブ
の
支
援
を
進
め
て
い
ま
す
。

現
在
は
2
0
0
〜
3
0
0
人
が
対
象

で
す
が
、
引
き
続
き
支
援
の
拡
大
を

目
指
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、
薪
は
購
入

す
る
ほ
か
、
C
S
C
s
事
業
（
生
活
再

建
支
援
と
し
て
社
会
貢
献
と
な
る
仕

事
を
提
供
し
日
当
を
支
払
う
支
援
）

の
一
環
と
し
て
薪
づ
く
り
も
実
施
し

て
い
ま
す
。

　

支
援
物
資
を
届
け
る
際
は
、
対
象

者
の
方
々
の
家
を
１
軒
ず
つ
訪
問
し

て
い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
ピ
ン
ポ
イ

ン
ト
の
支
援
を
行
っ
て
い
る
の
は
、

身
体
が
不
自
由
な
ど
個
々
人
が
様
々

な
事
情
を
抱
え
て
い
る
た
め
で
す
。

自
ら
支
援
物
資
を
受
け
取
り
に
行
く

こ
と
が
難
し
い
方
の
事
情
に
合
わ
せ
、

ニ
ー
ズ
を
聞
き
、物
資
を
調
達
し
、直
接

活
動
レ
ポ
ー
ト

住
居
ま
で
届
け
て
い
ま
す
。
ま
た
、
住

居
を
訪
ね
る
こ
と
で
、
近
況
を
聞
い

た
り
、
生
活
環
境
を
目
で
確
か
め
た

り
し
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
新
た
に
開
設
し
た
ハ
ン

ガ
リ
ー
事
務
所
は
「
テ
ラ
・
ル
ネ
ッ
サ

ン
ス
・
ハ
ン
ガ
リ
ー
財
団
」
と
し
て
法

人
登
記
を
完
了
し
ま
し
た
。
今
後
は
、

戦
況
の
変
化
に
し
な
や
か
に
対
応
で

き
る
よ
う
、
難
民
・
避
難
民
の
方
々
を

い
つ
で
も
受
け
入
れ
る
こ
と
が
で
き

る
体
制
を
よ
り
確
実
に
し
て
い
き
ま

す
。
ま
た
、
復
興
段
階
を
見
据
え
、
本

格
的
に
長
期
的
支
援
を
計
画
・
展
開

し
て
い
く
予
定
で
す
。
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冬
服
や
薪
を
支
援
、

戦
渦
の
冬
を
乗
り
越
え
る

ハ
ン
ガ
リ
ー
事
務
所 

プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
コ
ー
ディ
ネ
ー
タ
ー  

小
川
さ
く
ら

ハンガリーのマリアポーチにある避難施設で冬服の支援を行う様子



- 日常シリーズ・ウガンダ事務所の場合 -

ウガンダのちょっと強引な売り子たち
その勢いには驚きますが、肉の味はとても美味しいです！

こんなにたくさん食べられない（汗）
バスの窓

から

商品を売
り込み!
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カンボジアにおける家畜飼育による自立支援の様子です。
「お金」を得るための単一換金作物の栽培によって、環境
は破壊され、多額の債務を抱える農民が続出しています。
アグロエコロジーの概念から、伝統的な知識や技術を活
用し、持続性と経済性を両立した暮らしを目指しています。

世界の扉絵 .09

理事・アジア事業マネージャー
カンボジア事務所長

江角 泰

W
受
賞
！
長
年
に
わ
た
る
支
援
と

平
和
の
た
め
の
活
動
を
評
価

第52回毎日社会福祉顕彰贈呈式に参加した理事・鬼丸


